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応用言語学特講Ⅰa 発表資料 

                                担当：A.N. & N.T. 

第 16章：第二言語習得研究の計画と方法 

 

1. 演繹的方法と帰納的方法 

第二言語習得研究の 1 つの大きな目標は質的にも量的にも高い一般化ができるかというこ

と。 

 

 演繹的方法…「形式文法」厳密な定義と公理に基づいて定理を証明しながら体系をつ

くっていく方法。理論から導かれる予測を実験により証拠を得るというのがもっとも

好ましい研究方法。 

 

言語理論…記述的妥当性と説明的妥当性が満たされるのが好ましい。言語の記述方法が妥

当であるためには言語習得過程も説明すべきであり、演繹的方法によって組み立てられた

体系が習得という経験的な証拠をもってその妥当性が裏付けられるという提案。 

 

 帰納的方法 

個別例にもとづいて一般的な結論を導く方法。いくら多くの被験者を扱っても一つの

反例が出ればその研究自体が否定されてしまう。 

 

2. 帰納的方法の実際 

 

 質的分析 

文法的な判断を求める実験の場合に英語学の知見を用いて実験分の構造を解説したり

談話分析で行われているように発話者の発話の意図や意味を観察者が解釈し記述して

いく場合をいう。 

 

(1)独立変数と従属変数 

実験をするときにまず行うことは実験の目的に対して影響を影響を与える要因を考えるこ

と。実験の目的となる変数が従属変数で影響を与える要因となるものが独立変数。 

 

目的変数…法助動詞の使用頻度、男/女、初級/中級という区別が独立変数。 

男      女 

初級 

中級 

 表に使用頻度を書き入れ各セルの数に差があるのかを検証する。 
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 95%以上の確率で同様な頻度数の差が抽出できる可能性があるときに「統計上有意な差ふ

がある」と言う。使用頻度の有意差の検定にはカイ二乗検定がある。 

 

■独立変数と従属変数の例 

ある授業法についての効果を検証 

あるクラス(A組)では新しい教授法について授業⇒実験群 

別のクラス(B組)では従来通りの授業⇒統制群 

・新しい授業方法が実施されたかどうかが独立変数 

・テストの得点などで測られる学習効果が従属変数 

 

(2) 尺度(名義尺度、順序尺度、間隔尺度) 

名義尺度、順序尺度…ノン・パラメトリック統計 

間隔尺度…パラメトリック統計 

 

1)名義尺度：How often? 

ある特性が存在するかしないかで分類できるようなデータを名義尺度によるデータという。 

この場合頻度数のデータが得られる。 

 

2)順序尺度：In What Order? 

「これはあれよりおいしい」、「A は B よりもおもしろい」というように順序関係をある基

準に照らして相対的に述べる。 

 

3)間隔尺度：How much? 

間隔尺度は尺度間の間隔が等間隔で原点 0 が存在し四則演算が成立する実数による尺度。

平均値や標準偏差を求めることができる。身長や体重は間隔尺度 

 

[練習問題] 

(1) 1)名義尺度 

2)順序尺度 

3)間隔尺度 

(2)1)単独実験 仮説：全国約 60万人の受験者の平均値より高得点が得られる。 

  2)同一被験者繰り返し測定 仮説：話しながら文法的なエラーを自分でモニターしエラー

の数が減るように指導する。 

 3)被験者群間実験方法 仮説：文法判断の正確さに差があるかどうか 
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３．研究計画の立て方（実験デザイン） 

(1)被験者の選択 

被験者の選択は、実験の妥当性を左右するとても重要な条件である。例えば、日本の中

学 1 年生の英語力を測定するという場合は、直接実験に参加する標本（サンプル）は、日

本全国にいる中学一年生という母集団を代表するものでなくてはならない。そのような場

合に使用する選択方法が「無作為抽出（ランダムサンプリング）」である。次の 3種類があ

る。 

① 単純無作為抽出法 

  母集団を構成するすべてのメンバーが均等に標本に選ばれる。 

  例）日本中の中学 1年生の男女比、私立/公立の割合、底辺校/進学校の割合、家庭環

境の違いなどを考慮し構成し、各構成メンバーの集団の中からランダムで被験

者を抽出する。 

② 層別無作為抽出法 

  乱数（random number）を被験者候補全員に割り当てて必要な数を抽出。③の系統

抽出法よりも母集団が少ない場合、この名称で呼ばれる。 

③ 系統抽出法 

層別無作為抽出法と同じく乱数を割り当てて抽出する。規模が大きい。 

例）全国に 200 万人の中学生がいるとしてその中から 5000 人の被験者を選ぶ場合、

400人目ごとに被験者を選ぶ。 

 

(2)実験計画の種類 

 1)継続的研究と横断的研究 

  Brown(1973)、de Villiers & de Villiers(1978)は形態素の発達研究を行い、母語話者の

子供を長期にわたり観察した。その結果、長期観察はたくさんの情報を得られる一方で少

数の子供しか扱うことができないという欠点を持ち、この発達研究の結果を踏まえて、SLA

研究の研究者たちには横断的研究をすることで長期観察のデータの代わりになりうると提

案した（→教科書 p300）。 

 2)単独実験 

  母集団の平均値や標準偏差値がすでに分かっていて、調査しようとする集団と母集団

のスコアを比較するとき、実験は単独で行うのがよい。(t検定) 

 3)同一実験群による事前・事後テスト 

  ある指導法の効果を調べるために行う検証方法。Pre-test や Post-test を行えばよい。

これらのテストは、期間が開くので内容が同じテストを用いても特に問題はないが、テス

トの間に挟む処置の期間が短ければ（おおむね 4か月未満）、平行テストを用いるのが望ま

しい。このテストは、ほかの 2 つのテストと有意な差が無く、相関係数が高いものを選ば

なくてはならない。 
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 4)統制群による事前・事後テスト 

  無作為抽出された実験群（処置を受けないグループ）と統制群（処置を受けるグルー

プ）が事前・事後テストを受け、処置の効果を検定しようとする方法がある。（図：p301） 

  ２つのグループの事前テストの結果を T 検定にかけて平均値に有意差が無ければ、そ

の処置が有効であったことが認められる。差があった場合は、対応ありの T 検定を実験群

と統制群に行うことができる。そこで実験群に有意差が、統制群に有意差が無ければその

処置は有効であるという証拠になりうる。分散分析(ANOVA)を使用することで代用可能で

ある。 

 5)インタクト群 対 統制群 

  無作為抽出を行わない実験群や統制群をインタクト群と呼ぶ。これらによる実験では、

ある処置を行う群を実験群、行わない群を統制群とする（(4)と逆の呼び方になる）。比較方

法はT検定になるが、無作為抽出されていないので分析結果を一般化することはできない。 

 6)同一被験者繰り返し測定 

  同じ被験者が２～３回以上同じ実験に参加した場合や、同じ経験者が異なる測定の実

験に２～３回以上参加した場合をいう。(例：P302) 

  一人の実験者がすべての実験に参加している場合：ANOVA(重複測定の分散分析) 

  被験者がすべての実験に参加したわけではない場合：two-factor factorial ANOVA(2要

因分散分析) 

 7)被験者群間実験法 

  異なる被験者のグループを比較する。2 群だけでなく、３群以上も扱う。2 群の場合、

母集団と標本（実験に参加したグループ）の比較や実験群と統制群の比較が多い。3群以上

は要因が１つでなく他にもある場合が多い。（図：P303） 

 

(3)仮説の設定と検定の方法 

 1)仮説、対立仮説と帰無仮説 

  統計分析を含んだ実験を開始する前に、目的を再度確認した上で仮説、対立仮説、帰

無仮説といった概念をめぐって実験の目的を明確にする必要がある。 

 

① 仮説（H0）…実験者が証拠を提出して、証明したい実験の目的を簡単明瞭に示し

たもの。 

② 帰無仮説(H1)…仮説を否定（棄却）することを予想して立てるもの。 

③ 対立仮説…帰無仮説を棄却して証明したい仮説のこと。 

 

 実験における統計分析は帰無仮説をどれくらい棄却し、仮説を支持できるかという仮説

を証明するものである。 

 2)両側検定と片側検定 
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  統計分析は確率論に基づいているため、被験者の数が多ければ必ず正規分布をなすこ

とが前提になっている。 

① 両側検定…仮説にはっきりした方向性がない場合に用いる。分布の正と負の両側面

を検定し、正規分布がされていれば仮説が検証されたことになる。 

② 片側検定…仮説にはっきりとした方向性があり、正か負かどちらか一方を予測して

いる場合に用いる。(p305) 

 

４．統計分析の手法 

(1)基本統計量 

→殆どが間隔尺度でのみ使用可能、順序尺度でも使用可能のものもある。教科書を参考。

(p306) 

(2)実験計画と統計分析手法 

 ３．研究計画の立て方（実験デザイン）の２）～７）で挙げた 6 種類の実験方法に対す

る筆者がふさわしいとする分析方法。同一被験者繰り返し測定と被験者群間実験法の 2 つ

にわけたのちに、尺度と被験者群の数の違いによってまとめることができる。 

 

(3)よく使われる統計分析 

 1)カイ二乗検定 

  頻度数の差の検定に用いられる。まず期待値を求め、観測値と期待値の差を二乗し、

期待値で割った値の合計がこの検定で求める値である。（教科書 P308の数式及び例参照） 

※「自由度」について…全体数が決まっている場合、いくつの変数が未知であると仮

定できるかということ。 

  例 A+B+C=122 の時、A,B の値が決まれば C の値も確定する。しかし、A,B,C のど

れもが自由な変数であった時、122という数字は固定されていても、A,B,C の値は確定的で

はない。 

 カイ二乗検定での自由度は、１要因の場合、セルの数から１引いたものになる。 

 2)Ｔ検定と対応のあるＴ検定 

  この検定は、分散を考慮に入れつつ２群における平均値の差の検定に用いられる。次

の３種類の実験計画に合わせて考えるのが良いとされる。 

① 母集団と標本の平均値を比較する場合の T検定 

② 実験群と統制群の平均値を比較する場合の T検定 

③ 繰り返し測定の場合の T検定 

 

 3)1～2要因の場合の分散分析(ANOVA) 

  T検定のように、各群の分散が等しく正規分布に従っているとみなされる場合は分散分

析を用いる。しかし、そうでない場合はクラスカル・ワーリス検定を用いる。 
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まとめ 

 ここでは統計の基礎的な概念、基本的な計算、検定を紹介した。各種統計については文

献案内で紹介されている書籍を参考に勉強することを推奨。なお、SAS や SPSS という統

計パッケージがあり、それを利用すれば簡単に計算ができる。 

 

練習問題 

(2) 

 １）H1：所属する進学率と過去問の平均値には関係がある 

   H0：      〃          関係がない 

 ２）H1：フォーカス・オン・フォームは学習者のエラーの数を減らす効果がある 

   H0：      〃                    効果がない 

 ３）H1：母語の種類と文法判断の正確さには差がある 

   H0：      〃         差が無い 

 

(3)、(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)Ｔ検定 
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